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２０１８年１月中旬
２１時頃の星空

東

北

南

西

・1月～４月に見られる天文現象を解説したパネルを
　設置してあります。

東からは、冬の星座が昇っています。冬は明るい１等星が１でも
特に多く見られる季節です。有名なオリオン座を手がかりにすると、
見つけやすいです。オリオン座の真ん中にある３つの星を上に
伸ばすと、おうし座のアルデバラン、下に伸ばすとおおいぬ座の
シリウスがあります。シリウスと、オリオン座のベテルギウスと、
こいぬ座のプロキオンを結ぶ三角を「冬の大三角」といいます。
吹く風の冷たい季節となってきました。でも空気が澄んで夜の
長い冬は、星を見るにはぴったりの季節かもしれません。
ぜひあたたかな服装で、きらきら輝く星空を楽しんでください。

■一般投影（土・日・祝日のみ）　各回５０名まで■一般投影（土・日・祝日のみ）　各回５０名まで
●テーマ番組（約２０分）10・13・15時～●テーマ番組（約２０分）10・13・15時～
「月のうさぎ」（～１月２１日迄）「月のうさぎ」（～１月２１日迄）
月にまつわる風習や、探査機の撮影した画像などを
紹介する番組です。
「南十字星の見える空」（１月２７日から）☆新番組「南十字星の見える空」（１月２７日から）☆新番組
オーストラリアで見られる星空などを紹介します。
東京にいると見えない南十字星や大マゼラン星雲。
南半球ではどんな星空がみえるのでしょう。
●星空解説（約２０分）11・14・16時～●星空解説（約２０分）11・14・16時～
「今夜なにがみえるかな？」
季節に合わせて、その日に見られる星空を説明します。
------------------------------------------------
■団体投影（平日）　各回５０名まで■団体投影（平日）　各回５０名まで
１０名以上の団体はプラネタリウムを貸し切って投影を
お楽しみいただけます。（２日前迄に予約）
※番組入替のため1月22日～26日はご利用頂けません
------------------------------------------------
入場料：100円(中学生以下は無料)
電　話：04-7184-0555

１月の星空 プラネタリウムのご案内

３階ミニギャラリーにて
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年１月中旬
時頃の星空
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①「冬の天の川・すばる・オリオン大星雲を見よう！」
     日時:1/20(土) 17:15～19:00(16:45受付開始) 
     集合:水の館 3 階プラネタリウム
     内容:星空の見方を学ぶ講座と星空観望会
      ※雨天・曇天の場合はプラネタリウム番組鑑賞
     定員:先着 50 人 ※小学生以下は保護者同伴
     費用:100 円(中学生以下は無料)
     持ち物:懐中電灯、防寒服。
     要申込。1/17 (水)までに手賀沼課 電話:04-7184-0555
②「皆既月食を見よう！」
     日時:1/31(水) 20:30～23:00（途中参加可）
     場所:手賀沼親水広場駐車場
     内容:皆既月食の様子を望遠鏡で観察します。
     解説もあります。防寒服でお越し下さい。申込不要。
     問合せ 東葛星見隊・岸野:04-7184-3078

星空たんけん観望会




